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(57)【要約】
【課題】血流動態の観察を保証したうえで、検査後にお
ける血流動態の定量解析を簡易に実行すること。
【解決手段】超音波診断装置は、指定期間前において、
生成した造影像と組織像とをモニタの左右それぞれに並
列表示させ、例えば、最大値輝度保持処理により微小血
流の動態が描出された画像３を生成する画像処理を実行
する指定期間中において、組織像に切り替えて、造影像
と画像３とをモニタの左右それぞれに並列表示させ、指
定期間後において、画像３に切り替えて、再度、造影像
と組織像とをモニタの左右それぞれに並列表示させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波造影剤を投与した被検体の所定の部位に対して超音波プローブから送信した超音
波の反射波を受信して超音波画像を生成する超音波診断装置であって、
　前記所定の部位を流動する前記超音波造影剤を反射源とする第一の信号と、前記所定の
部位に存在する組織を反射源とする第二の信号とを前記反射波から分離して取得する信号
取得手段と、
　前記信号取得手段によって取得された前記第一の信号を用いて、前記反射波受信時にお
ける前記超音波造影剤の分布が描出された第一の画像を生成し、前記信号取得手段によっ
て取得された前記第二の信号を用いて、前記反射波の受信時における前記組織の分布が描
出された第二の画像を生成する画像生成手段と、
　前記画像生成手段によって生成された前記第一の画像および前記第二の画像を、所定の
表示部にて並列表示するように制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記画像生成手段は、操作者が指定した指定期間において、前記第一の画像に対して前
記超音波造影剤の分布が変化する様相が時間軸方向に保持された情報または時間軸方向に
差分された情報を描出するための所定の処理を実行することにより第三の画像を生成し、
　前記表示制御手段は、前記指定期間において、前記所定の表示部にて表示される画像を
前記第二の画像から前記第三の画像に切り替えて表示するように制御するとともに、前記
指定期間において順次生成された前記第一の画像を前記指定期間の前にて表示されていた
同一位置にて表示するように制御することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記画像生成手段は、順次生成した前記第一の画像それぞれを構成する各画素において
時間とともに変化する輝度の最大値を保持して画像を生成する最大値輝度保持処理を前記
所定の処理として実行することにより前記第三の画像を生成することを特徴とする請求項
１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記画像生成手段は、前記最大値輝度保持処理実行中において、輝度が所定の閾値を越
えた画素を時間ごとに割り当てられた色調により描出することで前記第三の画像を生成す
ることを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記画像生成手段は、前記第一の画像における各画素の時間軸に沿った差分情報を算出
する処理を前記所定の処理として実行することにより前記第三の画像を生成する処理であ
ることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記画像生成手段は、前記指定期間において、前記第三の画像と前記第二の画像とを合
成した合成画像をさらに生成し、
　前記表示制御手段は、前記指定期間において、前記所定の表示部にて表示される画像を
前記第二の画像から前記画像生成手段によって生成された前記合成画像に切り替えて表示
するように制御することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記画像生成手段は、前記指定期間の前後において、前記第一の画像と前記第二の画像
とを合成した第四の画像を生成し、
　前記表示制御手段は、前記指定期間の前後において、前記画像生成手段によって生成さ
れた前記第一の画像および前記第四の画像を前記所定の表示部にて並列表示するように制
御し、前記指定期間において、前記所定の表示部にて表示される画像を前記第四の画像か
ら前記第三の画像に切り替えて表示するように制御することを特徴とする請求項１に記載
の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記画像生成手段は、前記指定期間において、前記第一の画像にて順次検出した特徴点
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の移動情報に基づいて、前記第一の画像に対して順次動き補正を行なった動き補正済み第
一の画像を生成したうえで、前記最大値輝度保持処理を実行して動き補正済み第三の画像
を生成し、
　前記表示制御手段は、前記指定期間において、前記動き補正済み第一の画像および前記
動き補正済み第三の画像を前記所定の表示部にて並列表示するように制御することを特徴
とする請求項２または３に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記画像生成手段は、前記指定期間の前後においても、前記第一の画像にて順次検出し
た特徴点の移動情報に基づいて、前記第一の画像および前記第二の画像に対して順次動き
補正を行なって動き補正済み第一の画像および動き補正済み第二の画像を生成し、
　前記表示制御手段は、前記指定期間の前後において、前記動き補正済み第一の画像およ
び前記動き補正済み第二の画像を前記所定の表示部にて並列表示するように制御すること
を特徴とする請求項７に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記画像生成手段は、前記指定期間においても前記動き補正済み第二の画像を生成し、
当該生成した動き補正済み第二の画像と前記動き補正済み第三の画像とを合成した動き補
正済み合成画像を生成し、
　前記表示制御手段は、前記指定期間において、前記動き補正済み第一の画像および前記
動き補正済み合成画像を前記所定の表示部にて並列表示するように制御することを特徴と
する請求項８に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、超音波診断装置は、Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ装置、ＭＲＩ装置などの他の医
用画像診断装置に比べ、超音波プローブを体表から当てるだけの簡便な操作により、例え
ば、心臓の拍動や胎児の動きといった検査対象の動きの様子をリアルタイムで表示し、か
つ、安全性が高いことから繰り返して検査を行なうことができる装置として、今日の医療
において重要な役割を果たしている。また、被曝のおそれがない超音波診断装置には、片
手で持ち運べる程度に小型化された装置も開発されており、かかる超音波診断装置は、産
科や在宅医療などの医療現場においても容易に使用することができる。
【０００３】
　さらに、近年、静脈投与型の超音波造影剤が製品化されたことから、超音波診断装置に
おいても「造影イメージング」が可能となり、「造影イメージング」により生成された造
影像は、様々な診断に用いられている。具体的には、造影イメージングにより造影像にて
描出された血流動態を参照することにより、医師は、癌の鑑別診断を行なうことが可能と
なっている。例えば、原発性肝癌の場合、造影像に描出された動脈相の血流情報や門脈相
の血流情報を相補的に用いることで、医師は、肝腫瘍の良性悪性の鑑別診断を行なうこと
ができる。
【０００４】
　また、ラジオ波焼灼治療（Radiofrequency Ablation：RFA）において、ラジオ波により
焼妁された領域が超音波造影剤により染影されないことから、「造影イメージング」は、
ＲＦＡの効果判定にも用いられている。
【０００５】
　また、近年、２次元アレイ振動子超音波プローブなどを用いて超音波を３次元でスキャ
ンすることによりリアルタイムで３次元の超音波画像を生成する超音波診断装置が実用化
されており、かかる超音波診断装置にて「造影イメージング」を行なうことで、時間軸に
沿った３次元の血流動態を観察することも可能となっている。
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【０００６】
　ここで、超音波造影剤の多くは、微小気泡（マイクロバブル）を反射源とするものであ
り、「造影イメージング」では、微小気泡による反射波に由来する非基本波成分（高調波
成分など）を用いて造影像が生成される。しかし、微小気泡というデリケートな基材の性
質上、通常の診断レベルの超音波照射であっても、音圧による機械的作用によって微小気
泡は壊れてしまい、結果的に、スキャン面からの信号強度は、低下してしまう。したがっ
て、血液の灌流動態を動的かつリアルタイムに観察するためには、低音圧の超音波送信に
よって造影像を生成するなど、スキャンによる微小気泡の崩壊を比較的低減させることが
必要となってくる。しかし、低音圧の超音波送信による画像化は、信号・ノイズ比(Ｓ／
Ｎ)も低下してしまうため、種々の信号処理法が考案されている。
【０００７】
　かかる信号処理法としては、再灌流（replenishment）法（例えば、特許文献１参照）
や、MaxHold処理（例えば、特許文献２参照）などの方法が知られている。
【０００８】
　再灌流法は、超音波造影剤の微小気泡が音圧によって崩壊するという特徴を利用し、ま
ず、低音圧照射下でスキャン断面に充満していく微小気泡の動態を観察し、そののち、照
射音圧を高音圧に切り替えて、スキャン断面内（厳密には、超音波の照射範囲内）の微小
気泡を崩壊させ、再びスキャン断面内に流入していく微小気泡の様子を観察する手法であ
る。
【０００９】
　また、微小気泡を用いた「造影イメージング」の特徴は、カラードップラなどの技術で
は実現できなかった毛細血管などの微小血流を映像化できる点にある。ただし、微小血流
内には少数のバブルしか存在しないため、微小血流は、定常的に染影されない。このため
、MaxHold処理では、微小血流をより明瞭に映像化した造影像を生成するために、非定常
的に映像化されるバブルを時間方向に重畳した画像を生成表示する。具体的には、MaxHol
d処理では、各ピクセルにて時間とともに変化する輝度の最大値をホールドする処理（最
大値輝度保持処理）により、微小血流をより明瞭に映像化した造影像を生成する。なお、
MaxHold処理を施行する期間（例えば、１０秒間から３０秒間）では、被検体は、息止め
をする必要があり、検査者は、超音波プローブを固定する必要がある。
【００１０】
　ところで、「造影イメージング」においては、バブル由来の信号（非基本波成分）と、
組織由来の信号（基本波成分）とを弁別することが必要であるため、一般的には、バブル
のみを映像化することに主眼が置かれている。しかし、例えば、超音波造影剤の投与前に
おいては、表示される造影像には、何も描出されていないため、医師は、診断対象となる
関心領域のダイナミックな血流情報を正確に捉えられない。また、肝腫瘍を鑑別する場合
、超音波造影剤が関心領域に流入してしばらく時間が経過すると、腫瘍と腫瘍の周囲にあ
る実質とが同程度に染影されるため、医師は、造影像のみを参照しても、腫瘍の正確な位
置が把握できない。
【００１１】
　このため、反射波の基本波成分を用いて組織を映像化した組織像と、造影像とを並列表
示する技術も知られている（例えば、特許文献３参照）。かかる技術を用いることで、例
えば、超音波造影剤の投与後、一定期間、MaxHold処理により造影像を生成表示する際、
様々な表示形態を実行することが可能となる。ここで、現在行なわれている並列表示の形
態について、図１１、図１２および図１３を用いて説明する。なお、図１１、図１２およ
び図１３は、従来技術を説明するための図である。
【００１２】
　例えば、図１１に示す第一の表示形態では、MaxHold処理の施行前後は、MaxHold処理さ
れていない通常の造影像と組織像とを左右にそれぞれ並列表示し、MaxHold処理の施行中
は、MaxHold処理された造影像（MaxHold処理造影像）と組織像とを左右にそれぞれ並列表
示する。また、図１２に示す第二の表示形態では、MaxHold処理の施行前後は、同じ２つ
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の造影像を並列表示し、MaxHold処理の施行中は、MaxHold処理造影像とMaxHold処理され
ていない造影像とを左右にそれぞれ並列表示する。また、図１３に示すに示す第三の表示
形態では、MaxHold処理の施行前後は、造影像を単独表示し、MaxHold処理の施行中は、Ma
xHold処理造影像とMaxHold処理されていない造影像とを左右にそれぞれ並列表示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開平１１－１５５８５８号公報
【特許文献２】特開２００４－３２１６８８号公報
【特許文献３】特開平９－２０１３５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、上記した第一、第二および第三の表示形態は、いずれも、医師にとって
血流動態を把握することが困難であった。すなわち、第一の表示形態では、医師は、組織
像を参照しつつ造影像を参照できるものの、MaxHold処理の施行期間においては、バブル
由来の信号が時間方向に重畳された造影像が表示されるため、特に、バブルの流入から流
出にいたる血流動態を観察しようとしても、バブルの流出状況を把握することができない
。
【００１５】
　また、第二の表示形態では、医師は、MaxHold処理の施行期間においてバブルの流入か
ら流出にいたる血流動態を観察できるものの、MaxHold処理の施行前後において同じ造影
像が２つ表示されるため表示形態が冗長となり、医師は、血流動態の観察が困難となる。
【００１６】
　また、第三の表示形態では、同じ造影像が２つ表示されることによる冗長性を回避し、
少なくともMaxHold処理の施行期間において、バブルの情報を描出した造影像の表示位置
が変化するため、医師にとっては、血流動態の観察が困難となる。
【００１７】
　さらに、上記した第一、第二および第三の表示形態を実行した場合、血流動態を正確に
定量解析することができない場合があった。例えば、一般的に普及している超音波診断装
置では、モニタに表示された動画像しか保存することができない。したがって、超音波造
影剤の時間軸に沿った濃度変化を表すＴＩＣ（Time Intensity Curve）により血流動態を
定量解析する場合、MaxHold処理施行中に表示された動画像を解析対象から除外したり、
解析対象領域を、MaxHold処理施行中だけ変えたりするなどの対応が必要となる。また、
反射波のデータ（生データ）を保存可能であるならば、MaxHold処理を施行する場合であ
っても、改めて、MaxHold処理施行中に収集した反射波のデータから造影像を生成して、
定量解析を行なうことが可能であるが、生データを保存可能な機種は、価格帯が高い高級
機となってしまう。
【００１８】
　そこで、この発明は、上述した従来技術の課題を解決するためになされたものであり、
血流動態の観察を保証したうえで、検査後における血流動態の定量解析を簡易に実行する
ことが可能となる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１記載の本発明は、超音波造影
剤を投与した被検体の所定の部位に対して超音波プローブから送信した超音波の反射波を
受信して超音波画像を生成する超音波診断装置であって、前記所定の部位を流動する前記
超音波造影剤を反射源とする第一の信号と、前記所定の部位に存在する組織を反射源とす
る第二の信号とを前記反射波から分離して取得する信号取得手段と、前記信号取得手段に
よって取得された前記第一の信号を用いて、前記反射波受信時における前記超音波造影剤
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の分布が描出された第一の画像を生成し、前記信号取得手段によって取得された前記第二
の信号を用いて、前記反射波の受信時における前記組織の分布が描出された第二の画像を
生成する画像生成手段と、前記画像生成手段によって生成された前記第一の画像および前
記第二の画像を、所定の表示部にて並列表示するように制御する表示制御手段と、を備え
、前記画像生成手段は、操作者が指定した指定期間において、前記第一の画像に対して前
記超音波造影剤の分布が変化する様相が時間軸方向に保持された情報または時間軸方向に
差分された情報を描出するための所定の処理を実行することにより第三の画像を生成し、
前記表示制御手段は、前記指定期間において、前記所定の表示部にて表示される画像を前
記第二の画像から前記第三の画像に切り替えて表示するように制御するとともに、前記指
定期間において順次生成された前記第一の画像を前記指定期間の前にて表示されていた同
一位置にて表示するように制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　請求項１の発明によれば、血流動態の観察を保証したうえで、検査後における血流動態
の定量解析を簡易に実行することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、実施例１における超音波診断装置の構成を説明するための図である。
【図２】図２は、実施例１における画像生成部が実行する画像処理を説明するための図（
１）である。
【図３】図３は、実施例１における画像生成部が実行する画像処理を説明するための図（
２）である。
【図４】図４は、実施例１における制御部を説明するための図である。
【図５】図５は、実施例１における超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図６】図６は、実施例２における画像生成部を説明するための図（１）である。
【図７】図７は、実施例２における画像生成部を説明するための図（２）である。
【図８】図８は、実施例３における画像生成部を説明するための図である。
【図９】図９は、実施例３における制御部を説明するための図である。
【図１０】図１０は、実施例３における超音波診断装置の処理を説明するためのフローチ
ャートである。
【図１１】図１１は、従来技術を説明するための図（１）である。
【図１２】図１２は、従来技術を説明するための図（２）である。
【図１３】図１３は、従来技術を説明するための図（３）である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係る超音波診断装置の好適な実施例を詳細に説
明する。
【実施例１】
【００２３】
　まず、本実施例における超音波診断装置の構成について説明する。図１は、実施例１に
おける超音波診断装置の構成を説明するための図である。図１に示すように、本実施例に
おける超音波診断装置は、超音波プローブ１と、モニタ２と、入力装置３と、装置本体１
０とから構成される。
【００２４】
　超音波プローブ１は、複数の圧電振動子を有し、これら複数の圧電振動子は、後述する
装置本体１０が有する送受信部１１から供給される駆動信号に基づき超音波を発生すると
ともに、被検体Ｐからの反射波を受信して電気信号に変換する。また、超音波プローブ１
は、圧電振動子に設けられる整合層と、圧電振動子から後方への超音波の伝播を防止する
バッキング材などを有する。
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【００２５】
　超音波プローブ１から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波は、被検体
Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、反射波信号とし
て超音波プローブ１が有する複数の圧電振動子にて受信される。受信される反射波信号の
振幅は、超音波が反射される不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。なお
、送信された超音波パルスが、移動している血流や心臓壁などの表面で反射された場合の
反射波信号は、ドプラ効果により、移動体の超音波送信方向に対する速度成分に依存して
、周波数偏移を受ける。
【００２６】
　なお、本発明は、複数の圧電振動子が一列で配置された１次元超音波プローブである超
音波プローブ１により、被検体Ｐを２次元でスキャンする場合であっても、１次元超音波
プローブの複数の圧電振動子を機械的に揺動する超音波プローブ１や複数の圧電振動子が
格子状に２次元で配置された２次元超音波プローブである超音波プローブ１により、被検
体Ｐを３次元でスキャンする場合であっても、適用可能である。
【００２７】
　入力装置３は、マウス、キーボード、ボタン、パネルスイッチ、タッチコマンドスクリ
ーン、フットスイッチ、トラックボールなどを有し、超音波診断装置の操作者からの各種
設定要求を受け付け、装置本体１０に対して受け付けた各種設定要求を転送する。具体的
には、入力装置３は、操作者からの関心領域の設定要求や、各種画像処理の条件設定要求
などを受け付ける。
【００２８】
　モニタ２は、超音波診断装置の操作者が入力装置３を用いて各種設定要求を入力するた
めのＧＵＩ（Graphical　User　Interface）を表示したり、装置本体１０において生成さ
れた超音波画像を表示したりする。
【００２９】
　装置本体１０は、超音波プローブ１が受信した反射波に基づいて超音波画像を生成する
装置であり、図１に示すように、送受信部１１と、Ｂモード処理部１２と、ドプラ処理部
１３と、画像生成部１４と、画像メモリ１５と、制御部１６と、内部記憶部１７とを有す
る。
【００３０】
　送受信部１１は、トリガ発生回路、遅延回路およびパルサ回路などを有し、超音波プロ
ーブ１に駆動信号を供給する。パルサ回路は、所定のレート周波数で、送信超音波を形成
するためのレートパルスを繰り返し発生する。また、遅延回路は、超音波プローブ１から
発生される超音波をビーム状に集束して送信指向性を決定するために必要な圧電振動子ご
との遅延時間を、パルサ回路が発生する各レートパルスに対し与える。また、トリガ発生
回路は、レートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１に駆動信号（駆動パルス
）を印加する。すなわち、遅延回路は、各レートパルスに対し与える遅延時間を変化させ
ることで、圧電振動子面からの送信方向を任意に調整する。
【００３１】
　また、送受信部１１は、アンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、加算器などを有し、超音波プロー
ブ１が受信した反射波信号に対して各種処理を行なって反射波データを生成する。アンプ
回路は、反射波信号をチャンネルごとに増幅してゲイン補正処理を行ない、Ａ／Ｄ変換器
は、ゲイン補正された反射波信号をＡ／Ｄ変換して受信指向性を決定するのに必要な遅延
時間を与え、加算器は、Ａ／Ｄ変換器によって処理された反射波信号の加算処理を行なっ
て反射波データを生成する。加算器の加算処理により、反射波信号の受信指向性に応じた
方向からの反射成分が強調される。
【００３２】
　このように、送受信部１１は、超音波の送受信における送信指向性と受信指向性とを制
御する。なお、送受信部１１は、後述する制御部１６の制御により、遅延情報、送信周波
数、送信駆動電圧、開口素子数などを瞬時に変更可能な機能を有している。また、送受信
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部１１は、１フレームもしくはレートごとに、異なる波形を送信して受信することも可能
である。
【００３３】
　Ｂモード処理部１２は、送受信部１１からゲイン補正処理、Ａ／Ｄ変換処理および加算
処理が行なわれた処理済み反射波信号である反射波データを受信し、対数増幅、包絡線検
波処理などを行なって、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータ（Ｂモードデータ）
を生成する。
【００３４】
　ここで、Ｂモード処理部１２は、検波周波数を変化させることで、映像化する周波数帯
域を変えることができる。また、Ｂモード処理部１２は、一つの受信データに対して、２
つの検波周波数による検波処理を並列して行うことができる。
【００３５】
　このＢモード処理部１２の機能を用いることにより、超音波造影剤が注入された被検体
Ｐの関心領域にいける一つの受信データから、関心領域を流動する超音波造影剤（微小気
泡、バブル）を反射源とする反射波データと、関心領域に存在する組織を反射源とする反
射波データとを分離することができ、後述する画像生成部１４は、流動するバブルを高感
度に映像化した造影像および形態を観察するために組織を映像化した組織像を生成するこ
とができる。
【００３６】
　ここで、造影像は、主に、非線形信号であるセカンドハーモニック（２次高調波）成分
を元に生成されることが多く、形態観察用の組織像は、主に、基本波成分を元に生成され
る。なお、以下では、造影像を生成するためにＢモード処理部１２が受信データから分離
したセカンドハーモニック成分のＢモードデータを、「信号１」と記載し、組織像を生成
するためにＢモード処理部１２が受信データから分離した基本波成分のＢモードデータを
、「信号２」と記載する。
【００３７】
　なお、信号１および信号２は、１つの受信データから、Ｂモード処理部１２のフィルタ
処理により分離される場合であってもよいし、後述する制御部１６の制御により送受信部
１１が順次送信した２つの超音波の反射波データから、Ｂモード処理部１２により分離さ
れる場合であってもよい。
【００３８】
　例えば、セカンドハーモニック成分がより強調された造影像を生成するための映像化手
法であるパルスインバージョン法を実行する際、送受信部１１は、１回目の送信波形に対
して位相を１８０度ずらした波形（振幅が反転された波形）を２回目に送信し、反射波デ
ータをそれぞれ生成する。そして、Ｂモード処理部１２は、送受信部１１から受信した２
つの反射波データを加算することにより、「基本波成分が抑制され、セカンドハーモニッ
ク成分が２倍となった信号」を信号１として取得することができる。また、Ｂモード処理
部１２は、送受信部１１から受信した２つの反射波データのいずれかより、信号２を分離
して取得する。
【００３９】
　あるいは、送受信部１１が造影像生成用および組織像生成用に最適化された超音波を交
互に送信して、反射波データをそれぞれ生成し、Ｂモード処理部１２は、送受信部１１か
ら受信した２つの反射波データそれぞれから信号１および信号２を分離して取得する。
【００４０】
　あるいは、拍動などによる組織の動きに由来するセカンドハーモニック成分を除去して
、バブル由来のみのセカンドハーモニック成分を造影像として映像化するために、送受信
部１１は、同一位相の波形を連続して２回送信して２つ反射波データを生成し、Ｂモード
処理部１２が、送受信部１１から受信した２つ反射波データの差分データを生成すること
で組織の動きに由来するセカンドハーモニック成分を除去し、生成した差分データのセカ
ンドハーモニック成分を信号１として分離する場合であってもよい。
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【００４１】
　ドプラ処理部１３は、送受信部１１から受信した反射波データから速度情報を周波数解
析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散、パワ
ーなどの移動体情報を多点について抽出したデータ（ドプラデータ）を生成する。
【００４２】
　画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２が生成したＢモードデータから反射波の強度を
輝度にて表したＢモード画像、ドプラ処理部１４が生成したドプラデータから移動体情報
を表す平均速度画像、分散画像、パワー画像、または、これらの組み合わせ画像としての
ドプラ画像を超音波画像として生成する。
【００４３】
　また、画像生成部１４は、超音波造影剤が注入された被検体Ｐに対して、造影イメージ
ングが実行される場合、Ｂモード処理部１２が取得した信号１から造影像を生成し、信号
２から組織像を生成する。
【００４４】
　さらに、画像生成部１４は、造影イメージングが実行される場合に入力装置１が操作者
から受け付けた画像処理の条件設定要求に基づいて、操作者が指定した指定期間において
、操作者が指定した画像処理により、造影像の画像処理を行なう。また、画像生成部１４
は、生成した２つの画像を合成した合成画像を生成することも可能である。なお、画像生
成部１４により実行される指定期間中の画像処理に関しては、後に詳述する。
【００４５】
　なお、以下では、造影像のことを「画像１」、組織像のことを「画像２」、造影像に対
して操作者が指定した画像処理を施行した結果生成された画像のことを「画像３」と記載
する場合がある。
【００４６】
　ここで、画像生成部１４は、超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなどに代表され
るビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコンバート）し、表示用画像とし
ての超音波画像を生成する。
【００４７】
　さらに、超音波プローブ１により被検体Ｐが３次元で走査されて、３次元の超音波画像
データが生成された場合、画像生成部１４は、３次元で走査して得られた走査線信号列を
、レンダリングと呼ばれる処理によりボリュームデータを生成する機能も有する。
【００４８】
　画像メモリ１５は、画像生成部１４が生成した超音波画像を記憶するメモリであり、異
なる送受信条件で得られた画像データを並列に記憶し、検査後、操作者が検査中に記録さ
れた画像を呼び出すことが可能となっている。なお、画像メモリ１５が記憶する画像デー
タのデータ形式は、後述する制御部１６によりモニタ２に表示されるビデオフォーマット
変換後のデータ形式であっても、Ｒａｗデータである座標変換前のデータ形式でもよい。
【００４９】
　制御部１６は、超音波診断装置における処理全体を制御する。具体的には、制御部１６
は、入力装置３を介して操作者から入力された各種設定要求や、後述する内部記憶部１７
から読込んだ各種制御プログラムに基づき、送受信部１１、Ｂモード処理部１２、ドプラ
処理部１３および画像生成部１４の処理を制御したり、画像メモリ１５が記憶する超音波
画像をモニタ２にて表示するように制御したりする。
【００５０】
　具体的には、造影イメージングが実行される場合、制御部１６は、各種設定要求や、各
種制御プログラムに基づき、送受信部１１による超音波の送受信方法や、Ｂモード処理部
１２による信号１および信号２を取得するための処理方法や、画像生成部１４による造影
像および組織像の生成処理や、造影像の画像処理などを制御する。また、制御部１６は、
モニタ２において、Ｂモード画像を表示したり、ドプラ画像をカラー表示したり、造影イ
メージングにより生成された造影像および組織像を並列表示したり、合成画像を表示した
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りするように制御する。
【００５１】
　内部記憶部１７は、超音波送受信、画像処理および表示処理を行なうための制御プログ
ラムや、診断情報（例えば、患者ＩＤ、医師の所見など）や、診断プロトコルや各種ボデ
ィマークなどの各種データを記憶する。また、内部記憶部１７は、必要に応じて、画像メ
モリ１５が記憶する画像の保管などにも使用される。なお、内部記憶部１７が記憶するデ
ータは、図示しないインターフェース回路を経由して、外部の周辺装置へ転送することが
できる。
【００５２】
　このように、実施例１における超音波診断装置は、造影イメージングを行なうために、
超音波造影剤を投与した被検体Ｐの関心領域に対して超音波プローブ１から送信した超音
波の反射波を受信して超音波画像を生成するが、以下で詳細に説明する制御部１６の表示
制御処理により、血流動態の観察を保証したうえで、検査後における血流動態の定量解析
を簡易に実行することが可能となることに主たる特徴がある。
【００５３】
　制御部１６の表示制御処理について、図２～４を用いて説明する。なお、図２および３
は、実施例１における画像生成部が実行する画像処理を説明するための図であり、図４は
、実施例１における制御部を説明するための図である。
【００５４】
　まず、例えば、超音波造影剤投与直後から、操作者が超音波プローブ１を被検体Ｐに当
てたのち、超音波画像の撮影開始要求を入力装置３により入力すると、制御部１６の制御
により、画像生成部１４は、造影像（画像１）および組織像（画像２）を時間軸に沿って
順次生成して画像メモリ１５に格納する。そして、制御部１６は、画像メモリ１５から造
影像（画像１）および組織像（画像２）から順次読み出して、モニタ２にて左右並列して
リアルタイムに表示するように制御する。これにより、操作者である医師は、画像２を参
照して、関心領域の組織形態を正確に観察することができ、かつ、画像１を参照して関心
領域の血流動態を観察することができる。
【００５５】
　そして、指定期間（例えば、３０秒間）にて、時間軸に沿って順次生成される造影像に
対して所定の画像処理を実行する要求を操作者から入力装置３を介して受け付けた場合、
制御部１６は、画像生成部１４に対して、受け付けた画像処理を指定期間にて実行するよ
うに制御する。
【００５６】
　なお、本実施例では、超音波造影剤投与直後から、超音波画像の撮影が開始され、関心
領域に超音波画像が流入して血流動態の観察が可能となった時点で、操作者が指定期間に
て画像処理を実行する要求を入力する場合について説明するが、本発明はこれに限定され
るものではなく、超音波造影剤投与前から、超音波画像の撮影が開始され、操作者が関心
領域の組織形態を観察したうえで、超音波造影剤を投与したのちに、操作者が指定期間に
て画像処理を実行する要求を入力する場合であってもよい。また、操作者が画像処理を実
行する要求を入力する指定期間の開始時点は、超音波造影剤が投与された被検体Ｐの関心
領域における血流動態および組織形態を観察した操作者が、超音波プローブ１から高音圧
の超音波を送信させて関心領域内のバブルを崩壊させ、再度、関心領域に流入するバブル
の観察を開始する時点であってもよい。
【００５７】
　ここで、所定の画像処理とは、順次生成した造影像に対して超音波造影剤の分布が変化
する様相が時間軸方向に保持された情報または時間軸方向に差分された情報を描出するた
めの画像処理のことであり、この画像処理により上記した画像３が生成される。以下、所
定の画像処理の４つの具体例を、図２および図３を用いて説明する。なお、所定の画像処
理を実行する指定期間では、被検体Ｐは、息止めをする必要があり、操作者である検査者
は、超音波プローブ１を固定する必要がある。
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【００５８】
　例えば、画像生成部１４は、図２の（Ａ）に示すように、指定期間中に順次生成した造
影像それぞれを構成する各画素において時間とともに変化する輝度の最大値を保持して画
像を生成する最大値輝度保持処理、すなわち、MaxHold処理を実行することで、「画像３
」として「MaxHold処理造影像」を生成する。「画像３」としての「MaxHold処理造影像」
においては、時間軸に沿って、太い血管から毛細血管にいきわたる微小血流の動態が描出
される。
【００５９】
　あるいは、画像生成部１４は、図２の（Ｂ）に示すように、最大値輝度保持処理実行中
において、輝度が予め設定された閾値を越えた画素を時間ごとに割り当てられた色調によ
り描出するパラメトリック処理をさらに行なうことで、「画像３」として「パラメトリッ
ク処理されたMaxHold処理造影像」を生成する。「画像３」としての「パラメトリック処
理されたMaxHold処理造影像」においては、微小血流の動態とともに、超音波造影剤の流
入時間の違いが描出される。
【００６０】
　あるいは、画像生成部１４は、指定期間中に順次生成した造影像それぞれにおける各画
素の時間軸に沿った差分情報を算出する処理を実行することで、「画像３」として「差分
造影像」を生成する。例えば、画像生成部１４は、図３の（Ａ）に示すように、指定期間
中に生成された造影像１と造影像２とにおいて対応する画素の輝度を差分することにより
、差分造影像１を生成し、同様に、造影像２と造影像３とから差分造影像２を生成する。
「画像３」としての「差分造影像」においては、動きがある血流動態、例えば、比較的太
い血管における血流動態が主に描出される。
【００６１】
　あるいは、画像生成部１４は、最大値輝度保持処理によって最初に生成した「MaxHold
処理造影像」に対し、２フレーム以降に順次生成した「MaxHold処理造影像」の差分情報
を算出する処理を実行することで、「画像３」として「差分MaxHold処理造影像」を生成
する。例えば、画像生成部１４は、図３の（Ｂ）に示すように、指定期間中の１番目のフ
レームであるMaxHold処理造影像１と２番目のフレームであるMaxHold処理造影像２とにお
いて対応する画素の輝度を差分することにより、差分MaxHold処理造影１を生成し、同様
に、MaxHold処理造影像１と３番目のフレームであるMaxHold処理造影像３とから差分MaxH
old処理造影２をする。「画像３」としての「差分MaxHold処理造影像」においては、例え
ば、指定期間が、高音圧により超音波造影剤が関心領域にて崩壊した時点から開始されて
いた場合に、「MaxHold処理造影像１」にて描出されていた超音波造影剤以外の反射源に
由来する信号１の情報が除去されることから、血流動態のみが確実に描出される。
【００６２】
　ここで、制御部１６は、指定期間において、モニタ２に並列表示される画像を、組織像
（画像２）から画像３に切り替えて表示させ、さらに、順次生成される造影像（画像１）
に関しては、指定期間前の画像１と同一位置にて表示させる。
【００６３】
　また、画像生成部１４は、指定期間が終了すると、指定期間前と同様に、画像１および
画像２を順次生成し、制御部１６は、モニタ２に並列表示される画像を、画像３から画像
２に切り替えて表示させ、さらに、順次生成される画像１に関しては、指定期間前および
指定期間中の画像１と同一位置にて表示させる。
【００６４】
　上述した制御部１６による表示制御について、改めて、図４を用いて説明する。図４に
示すように、制御部１６は、指定期間前において、造影像と組織像とをモニタ２の左右そ
れぞれに並列表示させ、指定期間中において、組織像に切り替えて、造影像と画像３とを
モニタ２の左右それぞれに並列表示させ、指定期間後において、画像３に切り替えて、再
度、造影像と組織像とをモニタ２の左右それぞれに並列表示させる。なお、図４では、造
影像がモニタの左側に表示され、組織像または画像３がモニタの右側に表示される場合に
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ついて説明したが、造影像がモニタの右側に表示され、組織像または画像３がモニタの左
側に表示される場合であってもよい。
【００６５】
　次に、図５を用いて、実施例１における超音波診断装置の処理について説明する。図５
は、実施例１における超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャートである。
【００６６】
　図５に示すように、実施例１における超音波診断装置は、操作者から入力装置３を介し
て、超音波画像の撮影開始要求を受け付けると（ステップＳ１０１肯定）、画像生成部１
４は、送受信部１１から受信した反射波データからＢモード処理部１２が分離した信号１
および信号２により、造影像および組織像を生成する（ステップＳ１０２）。
【００６７】
　そして、制御部１６は、画像生成部１４が生成した造影像および組織像をモニタ２にて
並列表示するように制御する（ステップＳ１０３）。
【００６８】
　そののち、制御部１６は、操作者から入力装置３を介して、所定の画像処理実行開始指
示を指定期間とともに受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１０４）。
【００６９】
　ここで、所定の画像処理実行開始指示を指定期間とともに受け付けなかった場合（ステ
ップＳ１０４否定）、制御部１６の制御により、画像生成部１４は、ステップＳ１０２に
て造影像および組織像の生成処理を行ない、制御部１６は、ステップＳ１０３にて表示制
御処理を行なう。
【００７０】
　一方、所定の画像処理実行開始指示を指定期間とともに受け付けた場合（ステップＳ１
０４肯定）、画像生成部１４は、送受信部１１から受信した反射波データからＢモード処
理部１２が分離した信号１により、造影像を生成し（ステップＳ１０５）、造影像から画
像３を生成する（ステップＳ１０６）。
【００７１】
　そして、制御部１６は、画像生成部１４が生成した造影像および画像３をモニタ２にて
並列表示するように制御する（ステップＳ１０７）。
【００７２】
　そののち、制御部１６は、指定期間が経過したか否かを判定する（ステップＳ１０８）
。
【００７３】
　ここで、指定期間が経過していない場合（ステップＳ１０８否定）、制御部１６の制御
により、画像生成部１４は、ステップＳ１０５およびステップＳ１０６にて画像生成処理
を行ない、制御部１６は、ステップＳ１０７にて表示制御処理を行なう。
【００７４】
　一方、指定期間が経過した場合（ステップＳ１０８肯定）、画像生成部１４は、送受信
部１１から受信した反射波データからＢモード処理部１２が分離した信号１および信号２
により、造影像および組織像を生成し（ステップＳ１０９）、制御部１６は、画像生成部
１４が生成した造影像および組織像をモニタ２にて並列表示するように制御する（ステッ
プＳ１１０）。
【００７５】
　そして、制御部１６は、操作者から入力装置３を介して、超音波画像の撮影終了要求を
受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１１１）。
【００７６】
　ここで、撮影終了要求を受け付けなかった場合（ステップＳ１１１否定）、制御部１６
の制御により、画像生成部１４は、ステップＳ１０９にて画像生成処理を行ない、制御部
１６は、ステップＳ１１０にて表示制御処理を行なう。
【００７７】
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　一方、撮影終了要求を受け付けた場合（ステップＳ１１１肯定）、制御部１６は、処理
を終了する。なお、検査のための撮影が終了したのち、医師は、モニタ２に表示されてい
た動画像を画像メモリ１５から読み出して、再度、動画像を参照したり、ＴＩＣなどを用
いた血流動態の定量解析などを行ったりする。
【００７８】
　上述してきたように、実施例１では、制御部１６は、指定期間前において、画像生成部
１４が生成した造影像と組織像とをモニタ２の左右それぞれに並列表示させる。そして、
制御部１６は、超音波造影剤の分布が変化する様相が時間軸方向に保持された情報または
時間軸方向に差分された情報を描出するための画像処理を実行して画像３を生成する指定
期間中において、組織像に切り替えて、造影像と画像３とをモニタ２の左右それぞれに並
列表示させる。そののち、制御部１６は、指定期間後において、画像３に切り替えて、再
度、造影像と組織像とをモニタ２の左右それぞれに並列表示させる。
【００７９】
　したがって、撮影期間中を通して造影像を表示するので、超音波造影剤が流出する動態
が常に観察でき、指定期間前後では、組織像が造影像とリアルタイムに並列表示されて、
関心領域の位置を正確に把握できる。また、超音波プローブ１が固定されている指定期間
では、直前まで表示されていた組織像を参考にしたうえで、MaxHold処理造影像、差分画
像、差分MaxHold画像など医師が必要とする血流情報が描出されるように造影像を処理し
た画像３を造影像とともに表示するので、医師による画像診断を支援することができる。
また、画像メモリ１５に保存された撮影期間中の動画像には、撮影期間中に生成された造
影像がすべて保存されているので、反射波データを記憶できない普及型の超音波診断装置
においても、検査後における血流動態の定量解析を、撮影期間中にわたって行なうことが
できる。
【００８０】
　このようなことから、本実施例における超音波診断装置は、上記した主たる特徴の通り
、血流動態の観察を保証したうえで、検査後における血流動態の定量解析を簡易に実行す
ることが可能となる。
【実施例２】
【００８１】
　実施例２では、画像生成部１４により合成画像の生成処理が行なわれる場合について、
図６および図７を用いて説明する。図６および図７は、実施例２における画像生成部を説
明するための図である。なお、実施例２における超音波診断装置の構成は、図１を用いて
説明した実施例１における超音波診断装置と同様の構成となる。
【００８２】
　実施例２における画像生成部１４は、指定期間においても、信号２から組織像を生成し
、図６の（Ａ）に示すように、指定期間において、画像３と組織像（画像２）とを合成し
た合成画像を生成し、生成した合成画像を、指定期間にてモニタ２に表示させる表示用画
像３とする。例えば、画像生成部１４は、図６の（Ｂ）に示すように、造影像から生成し
たMaxHold処理造影像と組織像とから合成画像を時間軸に沿って順次生成する。なお、画
像生成部１４は、画像３において設定閾値を越えた輝度を有する画素のみを組織像に対し
て合成して表示用画像３を生成したり、画像３に透明度を与えたうえで組織像に対して重
畳した表示用画像３を生成したりする。
【００８３】
　そして、実施例２における制御部１６は、指定期間前において、造影像および組織像を
表列表示させ、指定期間において、組織像に切り替えて、造影像と表示用画像３である合
成画像とを並列表示させ、指定期間後において、再度、造影像および組織像を表列表示さ
せる。
【００８４】
　なお、画像生成部１４による画像合成処理は、指定期間の前後においても施行される場
合であってもよい。例えば、画像生成部１４は、図７に示すように、指定期間の前後にお



(14) JP 2010-259672 A 2010.11.18

10

20

30

40

50

いて、造影像と組織像とを合成した合成画像を生成し、生成した合成画像を、指定期間の
前後にてモニタ２に表示させる表示用画像２とする。
【００８５】
　そして、実施例２における制御部１６は、指定期間前において、造影像および表示用画
像２を表列表示させ、指定期間において、表示用画像２に切り替えて、造影像と表示用画
像３である合成画像とを並列表示させ、指定期間後において、再度、造影像および表示用
画像２を表列表示させる。
【００８６】
　なお、実施例２における超音波診断装置の処理の流れは、図５を用いて説明した実施例
１における超音波診断装置の処理の流れにおいて、ステップＳ１０２およびステップＳ１
０９にて表示用画像２を生成するための画像合成処理が追加されたり、ステップＳ１０５
にて信号２から組織像も生成され、ステップＳ１０６にて表示用画像３を生成するための
画像合成処理が追加されたりする以外は、同様の処理の流れとなるので、説明を省略する
。
【００８７】
　上述してきたように、実施例２では、指定期間中でも、組織の形態情報が画像３として
重畳表示されるので、医師による画像診断をより支援することが可能となる。また、指定
期間前後において、組織像と造影像とを合成した画像を画像２として表示するならば、医
師は、画像２を参照すれば、血流動態と組織形態とを同時に観察することができ、医師に
よる画像診断をさらに支援することが可能となる。なお、実施例２においても、撮影期間
中に生成された造影像は、すべて画像メモリ１５に保存されるので、検査後における血流
動態の定量解析は、保証される。
【実施例３】
【００８８】
　実施例３では、画像生成部１４により画像の動き補正処理が行なわれる場合について、
図８を用いて説明する。図８は、実施例３における画像生成部を説明するための図である
。なお、実施例３における超音波診断装置の構成は、図１を用いて説明した実施例１にお
ける超音波診断装置と同様の構成となる。
【００８９】
　ここで、指定期間では、時間軸に沿って順次生成される造影像を連続して用いて画像３
を生成することから、検査者は、超音波プローブ１を被検体Ｐに対して固定し、被検体Ｐ
は、息止めをする必要がある。このため、検査者および被検体Ｐ双方において、負担がか
かることとなる。そこで、実施例３における画像生成部１４は、検査者および被検体Ｐの
負担を軽減させるために、画像の動き補正処理を行なう。
【００９０】
　以下、指定期間にて最大値輝度保持処理を施行する場合について説明する。
【００９１】
　実施例３における画像生成部１４は、順次生成した造影像それぞれにおいて特徴領域を
検出する。例えば、画像生成部１４は、図８の（Ａ）に示すように、造影像において、常
に超音波造影剤により染影される主要血管の染影領域（主要血管染影領域）を特徴領域と
して検出する。なお、超音波造影像前から超音波画像の撮影が開始されている場合は、造
影像にて主要血管染影領域が検出された時点から、動き補正処理が開始される。
【００９２】
　そして、画像生成部１４は、特徴領域が最初に検出された１番目の造影像にて検出され
た特徴領域の位置ベクトルと、２番目以降に順次生成される造影像にて検出された特徴領
域の位置ベクトルとから特徴領域の動きベクトル（移動量）を算出して、動き補正された
補正済み造影像を生成する。例えば、画像生成部１４は、図８の（Ｂ）に示すように、造
影像１と造影像２との間で算出した特徴領域の動きベクトル（移動量１）により造影像２
から補正済み造影像２を生成し、造影像１と造影像３との間で算出した特徴領域の動きベ
クトル（移動量２）により造影像３から補正済み造影像３を生成する。なお、補正済み造
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影像の生成処理は、撮影期間中、継続して実行される。また、指定期間の開始時点が、高
音圧によるバブル崩壊後の時点である場合、再度、造影像にて主要血管染影領域が検出さ
れた時点から、動き補正処理が開始される。
【００９３】
　さらに、画像生成部１４は、指定期間前後にて、造影像において算出した動きベクトル
を用いて、動きベクトルを算出した造影像に対応する組織像に対しても動き補正を行なう
。例えば、画像生成部１４は、図８の（Ｃ）に示すように、造影像２に対応する組織像２
に対して、移動量１を用いて動き補正を行なった補正済み組織像２を生成し、造影像３に
対応する組織像３に対して、移動量２を用いて動き補正を行なった補正済み組織像３を生
成する。
【００９４】
　また、画像生成部１４は、指定期間にて、順次生成した補正済み造影像から、例えば、
図８の（Ｄ）に示すように、補正済みMaxHold処理画像１、補正済みMaxHold処理画像２、
補正済みMaxHold処理画像３を画像３として生成する。
【００９５】
　上記した画像処理により、実施例３における制御部１６は、図９に示すように、指定期
間前において、補正済み造影像と補正済み組織像とをモニタ２の左右それぞれに並列表示
させ、指定期間中において、補正済み組織像に切り替えて、補正済み造影像と補正済み画
像３（補正済みMaxHold処理造影像）とをモニタ２の左右それぞれに並列表示させ、指定
期間後において、補正済み画像３に切り替えて、再度、補正済み造影像と補正済み組織像
とをモニタ２の左右それぞれに並列表示させる。
【００９６】
　なお、上記した動き補正処理は、実施例１で説明した最大値輝度保持処理以外の画像処
理において実行される場合であってもよい。
【００９７】
　また、本実施例においては、実施例２にて説明した画像合成処理を、動き補正された画
像を用いて実行する場合であってもよい。例えば、画像生成部１４は、指定期間中におい
ても、組織像の生成処理および補正済み組織像の生成処理を実行して、図８の（Ｅ）に示
すように、補正済みMaxHold処理画像と補正済み組織像とを合成して合成画像を生成し、
生成した合成画像を表示用画像３とする場合であってもよい。あるいは、指定期間の前後
においても、補正済み造影像と補正済み組織像とを合成して合成画像を生成し、生成した
合成画像を表示用画像２とする場合であってもよい。
【００９８】
　次に、図１０を用いて、実施例３における超音波診断装置の処理について説明する。図
１０は、実施例３における超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャートである
。
【００９９】
　図１０に示すように、実施例３における超音波診断装置は、操作者から入力装置３を介
して、超音波画像の撮影開始要求を受け付けると（ステップＳ２０１肯定）、画像生成部
１４は、送受信部１１から受信した反射波データからＢモード処理部１２が分離した信号
１および信号２により、造影像および組織像を生成する（ステップＳ２０２）。
【０１００】
　そして、画像生成部１４は、造影像における特徴量領域の移動量（動きベクトル）から
、補正済み造影像および補正済み組織像を生成する（ステップＳ２０３）。なお、ステッ
プＳ２０３の処理は、造影像にて特徴領域が検出されるまでスキップされる。
【０１０１】
　そののち、制御部１６は、画像生成部１４が生成した補正済み造影像および補正済み組
織像をモニタ２にて並列表示するように制御する（ステップＳ２０４）。
【０１０２】
　そののち、制御部１６は、操作者から入力装置３を介して、所定の画像処理実行開始指
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示を指定期間とともに受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２０５）。
【０１０３】
　ここで、所定の画像処理実行開始指示を指定期間とともに受け付けなかった場合（ステ
ップＳ２０５否定）、制御部１６の制御により、画像生成部１４は、ステップＳ２０２お
よびステップＳ２０３の処理を行ない、制御部１６は、ステップＳ２０４にて表示制御処
理を行なう。
【０１０４】
　一方、所定の画像処理実行開始指示を指定期間とともに受け付けた場合（ステップＳ２
０５肯定）、画像生成部１４は、送受信部１１から受信した反射波データからＢモード処
理部１２が分離した信号１により、造影像を生成し（ステップＳ２０６）、造影像におけ
る特徴量領域の移動量から、補正済み造影像を生成する（ステップＳ２０７）。
【０１０５】
　そして、画像生成部１４は、補正済み造影像から補正済み画像３を生成し（ステップＳ
２０８）、制御部１６は、画像生成部１４が生成した補正済み造影像および補正済み画像
３をモニタ２にて並列表示するように制御する（ステップＳ２０９）。
【０１０６】
　そののち、制御部１６は、指定期間が経過したか否かを判定する（ステップＳ２１０）
。
【０１０７】
　ここで、指定期間が経過していない場合（ステップＳ２１０否定）、制御部１６の制御
により、画像生成部１４は、ステップＳ２０６、ステップＳ２０７およびステップＳ２０
８の処理を行ない、制御部１６は、ステップＳ２０９にて表示制御処理を行なう。
【０１０８】
　一方、指定期間が経過した場合（ステップＳ２１０肯定）、画像生成部１４は、送受信
部１１から受信した反射波データからＢモード処理部１２が分離した信号１および信号２
により、造影像および組織像を生成する（ステップＳ２１１）。
【０１０９】
　そして、画像生成部１４は、造影像における特徴量領域の移動量から、補正済み造影像
および補正済み組織像を生成する（ステップＳ２１２）。
【０１１０】
　そののち、制御部１６は、画像生成部１４が生成した補正済み造影像および補正済み組
織像をモニタ２にて並列表示するように制御する（ステップＳ２１３）。
【０１１１】
　続いて、制御部１６は、操作者から入力装置３を介して、超音波画像の撮影終了要求を
受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２１４）。
【０１１２】
　ここで、撮影終了要求を受け付けなかった場合（ステップＳ２１４否定）、制御部１６
の制御により、画像生成部１４は、ステップＳ２１１およびステップＳ２１２の処理を行
ない、制御部１６は、ステップＳ２１３にて表示制御処理を行なう。
【０１１３】
　一方、撮影終了要求を受け付けた場合（ステップＳ２１４肯定）、制御部１６は、処理
を終了する。
【０１１４】
　上述してきたように、実施例３では、表示される画像が造影像から検出された被検体Ｐ
の関心領域における移動量に合わせて動き補正されているので、被検体Ｐの動きや、関心
領域内にある組織の自律的な動きにより、画像にて描出される観察対象物が時間とともに
動くことを回避できるので、被検体Ｐおよび検査者の負担を軽減するとともに、画像診断
を行なうために表示画像を凝視する医師の負担も軽減することが可能となる。
【０１１５】
　また、指定期間中において、動き補正処理済の画像３および組織像を合成した画像を画
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する血流情報（例えば、微小血流の動態）とともに組織形態も観察することが可能となる
。
【０１１６】
　なお、実施例３では、動き補正処理が、撮影期間中に渡って実行される場合について説
明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、指定期間中においてのみ実行される
場合であってもよい。
【０１１７】
　また、図示した各装置の各構成要素は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示
の如く構成されていることを要しない。すなわち、各装置の分散・統合の具体的形態は図
示のものに限られず、その全部または一部を、各種の負荷や使用状況などに応じて、任意
の単位で機能的または物理的に分散・統合して構成することができる。さらに、各装置に
て行なわれる各処理機能は、その全部または任意の一部が、ＣＰＵおよび当該ＣＰＵにて
解析実行されるプログラムにて実現され、あるいは、ワイヤードロジックによるハードウ
ェアとして実現され得る。
【産業上の利用可能性】
【０１１８】
　以上のように、本発明に係る超音波診断装置は、超音波造影剤を投与した被検体の所定
の部位に対して超音波プローブから送信した超音波の反射波を受信して超音波画像を生成
する場合に有用であり、特に、血流動態の観察を保証したうえで、検査後における血流動
態の定量解析を簡易に実行することに適する。
【符号の説明】
【０１１９】
　１　超音波プローブ
　２　モニタ
　３　入力装置
　１０　装置本体
　１１　送受信部
　１２　Ｂモード処理部
　１３　ドプラ処理部
　１４　画像生成部
　１５　画像メモリ
　１６　制御部
　１７　内部記憶部
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